
　

一
九
六
二
年
に
早
稲
田
に
入
学
し
た
私
た
ち

は
、
今
年
が
入
学
五
十
年
と
な
る
。
五
十
年
前

と
い
う
と
ず
っ
と
昔
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る

が
、つ
い
先
日
の
こ
と
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

実
は
去
る
十
一
月
二
十
三
日
に
早
稲
田
入
学

五
十
年
を
記
念
し
て
の
同
窓
会
を
大
隈
会
館
で

行
っ
た
。
第
一
文
学
部
哲
学
科
の
西
洋
哲
学
専

修
・
東
洋
哲
学
専
修
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
個

別
に
幾
人
か
集
ま
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
正
式

の
哲
学
科
同
窓
会
は
初
め
て
で
あ
る
。
当
時
、

九
十
名
ほ
ど
在
籍
し
て
い
た
と
思
う
。
会
場
の

大
隈
会
館
（
こ
の
会
場
は
早
稲
田
の
教
職
員
で

な
い
と
使
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
母

校
の
教
授
に
な
っ
て
い
る
一
人
が
借
り
た
）
に

は
十
四
名
が
集
ま
っ
た
。
西
洋
哲
学
が
十
名
、

東
洋
哲
学
が
四
名
で
あ
る
。
卒
業
後
初
め
て
顔

を
合
わ
せ
る
者
同
士
も
い
た
。
私
は
大
学
を
出

る
と
す
ぐ
に
宮
崎
に
帰
っ
た
の
で
、
多
く
の
者

と
本
当
に
久
し
ぶ
り
だ
っ
た
。

　

哲
学
の
勉
強
を
続
け
、
大
学
の
哲
学
の
教
授

に
な
っ
て
い
る
者
が
三
名
い
た
。
他
に
牧
師
に

な
っ
た
者
、
僧
侶
に
な
っ
た
者
、
あ
る
い
は
哲

学
と
関
係
な
く
家
業
を
継
い
で
い
る
者
な
ど
、

そ
の
後
の
人
生
は
当
然
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
。
各
人
の
近
況
報
告
を
興
味
深
く
聞
い
た
。

酒
を
飲
み
な
が
ら
の
楽
し
い
歓
談
が
終
わ
り
、

最
後
は
も
ち
ろ
ん「
都
の
西
北
」の
大
合
唱（
指

揮
は
在
学
中
に
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い

た
一
人
が
行
っ
た
）。
二
次
会
が
な
い
は
ず
は

な
い
。
早
稲
田
界
隈
の
飲
み
屋
に
ほ
ぼ
全
員
で

流
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
会
場
で
は
私
の
勧
め
で

皆
が
宮
崎
の
焼
酎
を
飲
ん
だ
。
早
稲
田
の
お
か

げ
で
そ
の
後
の
人
生
が
成
り
立
っ
た
こ
と
を
感

謝
し
合
い
、
近
く
ま
た
会
お
う
と
約
束
を
し
て

散
会
し
た
。

　

私
は
七
年
前
か
ら
日
向
市
の
若
山
牧
水
記
念

文
学
館
長
を
し
て
い
る
。
牧
水
は
言
う
ま
で
も

な
く
早
稲
田
の
出
身
で
あ
る
。
早
稲
田
で
坪つ

ぼ
う
ち内

逍し
ょ
う
よ
う
遙
の
講
義
を
聴
き
（
名
講
義
で
教
室
に
入

り
き
れ
な
い
ほ
ど
学
生
が
集
ま
っ
た
と
い
う
）、

北
原
白
秋
と
知
り
合
い
、
早
稲
田
で
の
青
春
が

歌
人
牧
水
を
生
ん
だ
。

　

そ
の
牧
水
顕
彰
の
動
き
が
全
国
的
に
高
ま
り

つ
つ
あ
る
。
去
る
十
一
月
六
日
は
、
牧
水
が
晩

年
九
年
間
を
過
ご
し
た
沼
津
で
第
十
回
牧
水
顕

彰
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
有
意
義
だ
っ
た
。
私

も
全
国
の
牧
水
フ
ァ
ン
と
交
流
し
た
。
大
会
の

夜
は
「
ほ
ろ
酔
い
学
会
」（
会
長
は
佐
々
木
幸

綱
早
大
名
誉
教
授
）
で
、
牧
水
と
酒
を
愛
す
る

四
百
名
が
盛
り
上
が
っ
た
。
私
が
宮
崎
南
高
校

で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
し
て
い
た
時
の
生
徒
で
あ

る
堺
雅
人
君
は
牧
水
の
愛
読
者
で
あ
る
。
二
人

で
『
ぼ
く
、
牧
水
！
』
の
対
談
本
を
出
し
た
こ

と
も
あ
る
。堺
君
も
早
稲
田
の
出
身
で
あ
る（
中

退
し
た
が
、
中
退
し
た
方
が
早
稲
田
は
エ
ラ
ク

な
る
と
先
輩
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
）。
彼

が
主
演
の
、
宮
崎
ロ
ケ
映
画
「
ひ
ま
わ
り
と
子

犬
の
七
日
間
」
は
ま
も
な
く
公
開
で
あ
る
。
堺

君
が
他
の
主
演
者
の
宮
崎
弁
を
た
っ
ぷ
り
指
導

し
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

来
た
る
二
月
六
日
は
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
で
第

十
七
回
の
牧
水
賞
授
賞
式
が
行
わ
れ
る
。
受
賞

者
は
三 

・ 

一
一
の
後
に
仙
台
か
ら
移
り
住
ん

だ
歌
人
の
大
口
玲
子
さ
ん
で
あ
る
。
河
北
新
報

に
勤
め
る
夫
を
残
し
て
長
男
と
宮
崎
で
生
活
し

て
い
る
。
そ
の
歌
集
『
ト
リ
サ
ン
ナ
イ
タ
』
は

今
年
最
高
の
歌
集
だ
っ
た
。
そ
の
大
口
さ
ん
は

早
稲
田
の
文
学
部
の
出
身
。
授
賞
式
は
午
後
三

時
か
ら
で
、
佐
々
木
幸
綱
名
誉
教
授
の
講
演
も

予
定
さ
れ
て
い
る
。
ぜ
ひ
会
場
に
気
軽
に
お
い

で
下
さ
い
。

　

早
稲
田
入
学
の
際
に
は
、新
入
生
に
文
連（
文

化
団
体
連
合
会
）
が
サ
ー
ク
ル
案
内
誌
を
配
布

す
る
。
そ
の
中
に
先
輩
か
ら
の
「
新
入
生
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
あ
る
。
光
栄
な
こ
と
に
私
も

カ
メ
ラ
マ
ン
の
浅
井
愼
平
さ
ん
、
俳
優
の
加
藤

剛
さ
ん
、
漫
画
家
の
や
く
み
つ
る
さ
ん
、
な
ど

と
一
緒
に
先
輩
の
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
も
ら
っ

て
い
る
。
光
栄
な
こ
と
で
あ
る
。　

　
（
Ｓ
41
一
文
哲
学
）

歌
人　

伊
藤　

一
彦

早
稲
田
あ
れ
こ
れ

早稲田大学校友会宮崎県支部広報

市房ダムの桜

謹賀新年

1

2013. 新春号 Vol.5



　

新
年
を
迎
え
、
校
友
の
皆
様
に
は
ま
す
ま

す
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
宮
崎
県
支
部
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
早
稲
田
大
学
は
一
二
五
周
年
の
記
念

事
業
か
ら
さ
ら
に
一
五
〇
周
年
に
向
か
っ
て

「
ビ
ジ
ョ
ン
一
五
〇
」
を
策
定
致
し
ま
し
た
。

次
な
る
使
命
を
形
に
す
る
べ
く
新
し
い
歩
み

を
始
め
て
お
り
ま
す
。わ
が
宮
崎
県
支
部
も
、

地
元
か
ら
の
情
報
の
発
信
が
早
稲
田
を
、
そ

し
て
日
本
を
、
さ
ら
に
世
界
を
元
気
に
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

県
内
の
校
友
の
連
携
を
深
め
る
た
め
に

「
会
報
」
の
発
行
、
支
部
会
費
の
納
入
、
総

会
・
イ
ベ
ン
ト
と
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。
現
在
は
九
州
・
沖
縄
・
山
口
ブ
ロ
ッ

ク
の
連
携
を
は
か
り
地
域
の
声
を
本
部
に
発

信
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
形
と
し
て
は
実
現
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
交
流
の
中
か
ら
あ
た
ら
し

い
校
友
会
の
形
を
誕
生
さ
せ
た
い
と
協
力
を

し
て
い
ま
す
。
ロ
ー
カ
ル
の
声
を
グ
ロ
ー
バ

ル
の
力
に
し
て
い
き
ま
す
。
本
年
も
更
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

◆ 

◆

九
州
・
山
口
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
連
合
会
の
開

催商
議
員
・
代
議
員
・
役
員
会
議

　

開
催
日
時
：
二
〇
一
二
年
十
月
二
十
七
日

　
　
　
　
　
　
（
土
）　　
　
　

　

場　
　

所
：
西
日
本
新
聞
14
階
会
議
場

　

出
席
者
：
各
県
支
部
長
及
び
幹
事
長
・

　
　
　
　
　
　

役
員

　

当
日
十
時
よ
り
、
早
稲
田
唐
津
中
高
学
校

の
見
学
会
を
九
名
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
議　

司
会
進
行　

江
口
福
岡
支
部
幹
事

長
、
奥
井
福
岡
市
会
長
を
議
長
に
開
会
し
ま

し
た
。

　

各
県
支
部
よ
り
現
状
、
行
事
予
定
な
ど
を

報
告
し
て
協
議
に
入
り
ま
し
た
。
次
年
度
は

沖
縄
で
ブ
ロ
ッ
ク
会
を
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

（
Ｓ
54
政
経
）

　【
二
〇
一
三
年
行
事
予
定
】

一
月
十
日　

佐
賀
県
支
部
・
大
学　
　

　
　
　
　
　

大
隈
侯
命
日
の
墓
参
り　

　
　
　
　
　

宮
崎
市「
ぶ
ら
り
稲
門
会
」

一
月
十
九
日　

長
崎
県
支
部　

総
会
開
催

三
月　
　
　

宮
崎
県
支
部　

役
員
会

三
月
十
九
日　

石
垣
島　

オ
ー
ル
早
慶

　
　
　
　
　

戦

三
月　
　
　

全
国
幹
事
長　

春
季
会
議

四
月
中　
　

熊
本
県
支
部　

総
会
開
催

六
月　
　
　

会
報
六
号　

発
行
予
定

　
　
　
　
　
「
杜
へ　

夏
季
号
」
発
刊

七
月　
　
　

全
国
支
部
長
会

　
　
　
　
　
　

商
議
員
会
議
・
懇
談
会

七
月
二
十
八
日　

宮
崎
県
支
部
総
会
予
定

八
月　
　
　

北
九
州　

オ
ー
ル
早
慶
戦

十
月　
　
　

全
国
幹
事
長　

秋
季
会
議

十
月
中　
　

早
稲
田
稲
門
祭

　
　
　
　
　
　

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

十
月
中　
　

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
連
合
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

沖
縄
開
催
予
定

十
一
月
中　

台
湾
稲
門
会
開
催

　
　
　
　
　
　
　
　

九
州
と
交
流
予
定

　【
二
〇
一
二
年
宮
崎
県
支
部
か
ら
の
報
告
】

◎
十
月
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
・
ク
ラ
ブ
に
宮

　

崎
県
支
部
と
し
て
団
体
入
会
。

◎
十
一
月
京
都
校
友
会
設
立
一
〇
〇
周

　

年
事
業
「
京
都
府
の
並
木
整
備
」
に

　

宮
崎
県
支
部
と
し
て
寸
志
を
協
賛
。

　

四
条
烏
丸
通
の
散
策
を
。

◎
二
〇
一
二
年
十
月
開
催
の
稲
門
祭
に

　
「
ふ
る
さ
と
賞
」
を
協
賛
。

◎
福
岡
稲
門
会
冬
季
懇
親
会
が
十
一
月

　

三
十
日
開
催
、
宮
崎
県
支
部
と
し
て

　

協
賛
。

◎
十
二
月
十
八
日
青
木
宣
親
激
励
祝
賀

　

会
（
日
向
開
催
）
に
参
加
。

　【
大
学
か
ら
の
お
願
い
】

◎
卒
業
生
「
校
友
会
稲
魂
賞
」
表
彰
候

　

補
者
推
薦
の
お
願
い

◎
推
薦
校
友
候
補
者
の
お
推
挙
に
つ
い

　

て
（
お
願
い
）

◎
早
稲
田
大
学
校
友
会
費
自
動
振
替
の

　

お
願
い

◎
宮
崎
県
支
部　

商
議
員
・
代
議
員
・

　

県
支
部
役
員
一
覧
表

※
資
料
等
は
事
務
局
に
あ
り
ま
す
。

宮
崎
県
支
部
長　

朽
木　

充
嗣

「
宮
崎
か
ら
元
気
発
信
し
ま
す
。」

「
九
州
の
絆
」

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
報
告
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早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
て
も
う
す
ぐ
二
年

が
た
と
う
と
し
て
い
る
。
二
十
歳
の
成
人
式

前
に
祖
父
が
糖
尿
病
に
よ
り
失
明
し
、
せ
っ

か
く
祖
父
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
振
袖
姿
を
見

せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
悔
し
さ

か
ら
、政
治
経
済
学
部
に
所
属
し
な
が
ら
も
、

糖
尿
病
患
者
さ
ん
を
減
ら
し
た
い
、
良
く
し

て
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
た
。
大
学
三
年
に

な
り
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
、
医
学
部
を
受
験
す
る
か
迷
っ
て
い

た
。
そ
ん
な
時
に
知
っ
た
職
業
が
あ
る
。
そ

れ
が
「
Ｍ
Ｒ
：
医
薬
情
報
担
当
者
」
で
あ
っ

た
。
私
が
所
属
し
て
い
た
国
際
政
治
経
済
学

科
の
「
深
川
由
起
子
ゼ
ミ
」
で
は
、
早
稲
田

大
学
出
身
の
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
先
輩

の
お
話
を
う
か
が
わ
せ
て
い
た
だ
く
「
就
職

ゼ
ミ
」
が
月
に
一
度
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
の

就
職
ゼ
ミ
で
初
め
て
Ｍ
Ｒ
経
験
の
あ
る
先
輩

の
お
話
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た
。「
文
系
の

人
間
で
も
世
界
の
医
療
に
貢
献
で
き
る
」
そ

の
言
葉
を
聴
い
た
と
き
、「
私
に
は
こ
の
仕

事
し
か
な
い
！
」
と
感
じ
た
。

　

そ
の
強
い
願
い
が
か
な
っ
て
か
、
私
は
こ

う
し
て
宮
崎
で
Ｍ
Ｒ
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
ま
だ
ま
だ
患
者
さ
ん
に
貢
献
で
き
る
こ

と
は
少
な
い
が
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
先

生
方
か
ら
「
君
の
紹
介
し
て
く
れ
た
薬
、
す

ご
く
よ
く
効
い
た
よ
」「
あ
り
が
と
う
」
と

い
う
言
葉
が
私
の
生
き
が
い
に
な
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
言
葉
を
原
動
力
に
日
々
、
初
め

て
の
赴
任
地
、
宮
崎
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

　

赴
任
す
る
ま
で
宮
崎
に
来
た
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
北
は
高
千
穂
、
南
は
都
井
岬
ま

で
観
光
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
動
体
験
を
す
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
。
ゼ
ミ
の
仲
間
や
友
人

を
宮
崎
に
呼
ぶ
と
必
ず
喜
ん
で
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
帰
っ
て
く
れ
る
。
仕
事
中
心
の
生

活
に
な
る
と
自
分
の
業
界
ば
か
り
が
気
に

な
っ
て
視
野
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
大

学
時
代
の
友
人
に
会
う
と
、
大
学
時
代
の
話

や
今
ど
ん
な
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
る
の
か

を
聴
く
と
視
野
も
広
が
り
、
自
分
も
負
け
な

い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
!!
と
克
己
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
社
会
人
に
な
っ
て
感
じ
る
の
は
大

学
時
代
の
仲
間
は
本
当
に
大
切
な
存
在
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
宮
崎
稲
門
会

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
本

当
に
幸
せ
だ
と
感
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
宮
崎
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に

貢
献
で
き
る
Ｍ
Ｒ
に
成
長
で
き
る
よ
う
に
頑

張
り
た
い
。

　
　
　
　
（
Ｈ
23
政
経
）

 　
武
田
薬
品　

医
薬
営
業
本
部　
　

  

山
岸　

里
紗
子

ペ
ン
リ
レ
ー 

＊
稲
門
女
子
会
＊

連 載

　第五十二回東京六大学ゴルフが十月七日大安の日
に行われました。今回は早稲田大学が幹事、受付は
早朝からで毎度担当は大変。この大会に参加するよ
うになってもう二年。当初は、本会の幹事を長い間
勤めていた伴野先輩（二十一年に亡くなりました。
寂しい！）の再三の誘いに応えるべく、弔いの意も
込めて一大決心をして参加し始めました。スコアは
おおたたき、他大学の人達と緊張しながらゴルフす
る恐怖心に打ち克っての事でした。スタートホール

は、カラ振りするのでは、ＯＢが出るのでは、結果
六十台が出て恥をかくのでは等不安がよぎります。
ところが参加して感じた事！それは気楽でいいし、
楽しめたという事でした。大会は上位六名のスコア
で決まるので七名目からは枯れ木の賑わい。また同
伴者の他大学の皆さんはスコアを崩しても気にせず
優しい。枯れ木は回りを気にする事なく他大学の先
輩、後輩と気楽に競技し、交流の輪を広げても良い
と気付きました。今回の大会は、立教の ｢まぼろし
｣ の団体優勝、本当は法政の優勝で早稲田は第三位
でした。閉会式ではハプニングが発生。原因は東大
が五人しか参加しなかった為ですが、成績表が配ら
れ立教が優勝となり、喜びの発表中に訂正取り消し
になり怒声や失笑万歳の声で大騒ぎ。とても印象に
残る閉会式でした。毎回記念撮影もあり記録に残る。
私はいつも高得点で一回も選手になっていませんが
夢がある。皆さんもぜひ参加しませんか。

（S52 政経）　

第 52 回東京六大学ゴルフ大会
㈱坂下組　松下　信之
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私
は
昭
和
二
二
年
生
ま
れ
で
団
塊
の
世
代

で
あ
る
。
二
二
～
二
四
年
に
生
ま
れ
た
団
塊

世
代
は
八
〇
六
万
人
で
あ
る
。
中
学
・
高
校

の
同
窓
会
に
出
席
す
る
と
約
七
～
八
割
は
年

金
生
活
者
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
世
代
が
す

べ
て
消
費
者
に
ま
わ
る
と
わ
が
国
は
も
た
な

い
の
で
は
な
い
か
。
こ
ん
な
危
惧
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
団
塊
の
世
代
で
あ
る
私
た
ち

が
老
後
を
ど
う
生
き
る
か
は
社
会
に
大
変
な

影
響
を
与
え
る
。

　

人
類
は
文
明
を
発
達
さ
せ
、
社
会
生
活
の

安
定
、
医
学
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
子
ど
も

を
産
み
、
育
て
た
後
も
、
百
歳
ま
で
も
生
き

ら
れ
る
可
能
性
の
あ
る
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
現
在
の
人
類
の
み
が
歴
史
上
初
め
て
老

後
の
生
き
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。
還
暦
後
の

六
十
～
一
〇
〇
歳
を
「
人
類
の
み
に
与
え
ら

れ
た
人
生
」
と
し
て
、
前
半
と
後
半
の
両
方

を
う
ま
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
二
倍

の
人
生
を
謳
歌
で
き
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
年
代
は
心
身
の
病
気
と
の

闘
い
に
な
る
。
少
し
の
油
断
や
事
故
な
ど
が

命
取
り
に
な
る
。
早
く
か
ら
対
策
を
講
じ
、

体
力
・
知
力
を
維
持
し
、
感
受
性
を
豊
か
に

し
て
老
化
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

よ
り
長
く
人
生
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

私
は
平
成
二
四
年
に
六
五
歳
と
な
り
年
金

受
給
資
格
を
得
た
。
こ
れ
か
ら
を
ど
う
や
っ

て
生
き
て
い
く
の
が
良
い
の
だ
ろ
う
。

　

紀
元
前
後
の
こ
ろ
、
イ
ン
ド
で
は
次
の
よ

う
な
人
生
観
が
あ
っ
た
。
人
間
と
し
て
生
ま

れ
、
死
ぬ
ま
で
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
を
経
る
こ
と
が
理
想
と
さ
れ
た
。

　

第
一
は
「
学が
く

生し
ょ
う

期き

」、師
に
つ
い
て
学
び
、

勉
学
を
励
む
時
期
。
第
二
は
「
家か

住じ
ゅ
う

期き

」、

結
婚
し
て
子
ど
も
を
つ
く
り
、
仕
事
に
専
念

す
る
時
期
で
あ
る
。
第
一
と
第
二
の
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
場
合
と
変
わ
り

は
な
い
普
通
の
世
俗
的
な
生
活
で
あ
る
。
第

三
が
「
林り
ん

住じ
ゅ
う

期き

」
で
あ
る
。
社
会
と
家
庭

の
責
任
を
果
し
た
あ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を

や
る
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
あ
る
。「
林
住
期
」

と
い
う
人
生
の
時
期
を
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の

な
か
に
き
ち
ん
と
位
置
づ
け
た
。
こ
の
考
え

は
大
変
魅
力
的
で
、
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

　

努
力
し
て
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
積
ん
だ

人
が
「
林
住
期
」
の
果
実
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
人
間
は
人
と
し
て
の
人
生
を
全
う
す

る
た
め
に
生
ま
れ
て
き
た
。
自
由
と
健
康
と

サ
ム
・
マ
ネ
ー
が
あ
れ
ば
、
や
り
た
い
こ
と

が
で
き
、
そ
の
後
の
人
生
を
楽
し
み
、
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

我
々
、
団
塊
世
代
は
受
験
戦
争
や
大
学
闘
争

を
く
ぐ
り
抜
け
て
労
働
戦
士
と
な
り
、
社
会
変

革
の
当
事
者
で
あ
り
続
け
た
。
試
練
を
く
ぐ
り

ぬ
け
て
き
た
人
生
経
験
は
貴
重
で
あ
る
。

　

人
生
を
再
出
発
し
よ
う
。「
生
き
方
の
活

性
化
」
と
い
う
新
た
な
観
点
か
ら
、
再
度
夢

を
追
お
う
。社
会
で
蓄
積
し
た
知
識
や
技
術
、

人
生
経
験
を
生
か
す
の
も
よ
い
。
第
一
線
を

退
い
た
後
も
改
革
者
と
し
て
自
負
を
持
ち
続

け
、
社
会
や
地
域
、
家
族
の
中
で
生
き
て
い

こ
う
。

　

幸
い
私
は
開
業
医
と
し
て
「
林
住
期
」
を

楽
し
み
な
が
ら
社
会
貢
献
が
で
き
る
。
文
芸

に
よ
る
表
現
活
動
も
や
め
た
く
な
い
。

　

若
者
に
様
々
な
社
会
的
チ
ャ
ン
ス
が
少
な

い
た
め
閉
塞
感
が
覆
っ
て
い
る
。
青
春
時
、

「
異
議
あ
り
」
と
唱
え
た
世
代
の
私
に
で
き

る
こ
と
は
あ
る
は
ず
だ
。
知
恵
と
経
験
で
超

高
齢
社
会
の
挑
戦
者
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
は

「
救
国
戦
士
」
に
な
る
。　
　
（
Ｓ
47
・
一
文
）

 　
大
西
医
院
長　

大
西　

雄
二

第三十回子規顕彰全国短歌大会で表彰

団
塊
世
代
の
人
生
論

～
私
は
「
救
国
戦
士
」
に
な
る
～

連 載
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毎
年
十
一
月
上
旬
に
慶
應
義
塾
大
学
Ｏ
Ｂ
会

の
宮
崎
三
田
会
総
会
・
忘
年
会
が
あ
り
、
早
稲

田
大
学
校
友
会
か
ら
も
必
ず
数
名
出
席
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
は
ホ
テ
ル
浜
荘
（
社
長
が
Ｏ
Ｂ
）
に

朽
木
支
部
長
と
蕪
か
ぶ
ら

宮
崎
市
稲
門
会
幹
事
長
と

私
の
三
人
で
出
席
し
ま
し
た
。
三
田
会
の
総

会
出
席
は
い
つ
も
40
～
50
人
と
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
毎
月
一
回
の
朝
食
会
と
夜
の
懇

親
会
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
数
年
前
か
ら
薬
学

部
と
し
て
合
併
し
た
共
立
薬
科
大
学
卒
業
生

も
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ほ
と
ん
ど
女
性

ば
か
り
な
の
で
ま
だ
ま
だ
三
田
会
と
し
て
は

馴
染
ん
で
い
な
い
よ
う
で
し
た
。

　

慶
應
に
は
同
級
生
や
先
輩
な
ど
知
人
が
多

い
の
で
、
小
心
者
の
私
で
も
見
慣
れ
た
顔
ば

か
り
で
安
心
な
の
で
す
が
、
懇
親
会
で
の
早

稲
田
側
へ
の
配
慮
が
異
常
（
？
）
に
多
く
、

三
田
会
名
物
・
物
品
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
い
じ
ら
れ
、
応
援
歌
・
校
歌
を

歌
う
時
な
ど
敵
（
早
稲
田
）
を
血
祭
り
に
上

げ
る
よ
う
な
荒
い
歓
待
を
受
け
ま
し
た
。

　

早
稲
田
の
総
会
に
も
来
賓
と
し
て
宮
崎
三

田
会
か
ら
い
つ
も
数
名
来
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
次
回
に
は
早
稲
田
的
な
ス・

・

・

・

マ
ー
ト

な
接
待
で
は
な
く
、
慶
應
的
な
荒
い
歓
待
で

復
讐
を
誓
い
ま
し
た
（
笑
）。
早
慶
戦
と
い

え
ど
も
、
学
生
時
に
は
運
動
部
以
外
で
は
そ

れ
ほ
ど
の
交
流
は
な
か
な
か
無
い
の
が
一
般

的
で
し
ょ
う
が
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
宮
崎

の
地
で
、し
か
も
卒
業
後
数
十
年
経
っ
て
も
、

母
校
の
リ
ス
ペ
ク
ト
で
き
る
ラ
イ
バ
ル
と
し

て
意
識
で
き
る
の
は
幸
せ
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
57
法
）

宮
崎
三
田
会
幹
事
、
谷
口
善
雄
氏
の
指
揮
で

「
都
の
西
北
」
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　
県
支
部
事
務
局
長　

  

村
社　

昭
二

復
讐
す
る
は
我
に
あ
り

H24.11.8　宮崎三田会総会・忘年会、朽木支部長、村社事務局長、蕪市幹事長が参加した

　78,392 票というとてつもなく重い票を頂き、国政の場に立た
せて頂くことになりました。
　公職選挙法上でお礼は禁止されていますので、この思いを全
身で受け止めまして今後精進して参ります。
　お陰様で最高の選挙戦を戦わせて頂きました。１日１日と反
応も良くなり、多くの方に本当に真剣なまなざしで「やっぱり
自民党、たけいさん頑張って！」と励ましを頂きました。
　冷たい冬の風の中、湧き上がるような光を受けながらの日々
で、疲れるどころか日に日にモチベーションの上がる素晴らし
い 12 日になりました。
　本当に多くの方にお世話になり、そして賭けて頂き、これか
らの行動と活動で示していかなければなりません。責任の重み
でいっぱいです。
　農民連盟の森永利幸委員長（JA 宮崎中央会会長）のご祝辞の
中で、「自民党にという応援をたけい俊輔の応援に変えていってほしい」とありがたいメッセージを頂きました。
　確かにその通りです。今回は「自民党だから」ということで応援頂いた方も多かったろうと思います。それを
２区の江藤拓代議士や３区の古川禎久代議士のように「彼ならば」というご支援を頂けるよう精進して参ります。
　１年半の浪人の間、１区内を歩き、様々なお声を頂きました。ようやっと働ける機会が参りました。
　今後とも、様々な情報を発信致して参ります。
　明日からも激動の日々ですが、地方で人が生きることの意味、そして新しい政治のカタチを発信して参ります。

（H17 大学院公共経営研究科）

たけい　俊輔宮崎を前へ！日本を前へ！

おめでとう　衆議院議員　武井俊輔さん！

小泉進次郎青年局長といっしょに
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医師 大 西  雄 二

大西医院（内科）

〒880-0002　宮崎市中央通2番 5号
TEL 0985-22-3069  FAX 0985-31-8450
メール :oyuuji22@cello.ocn.ne.jp

パ
ン
、
赤
帽
に
よ
る
お
接
待
が
あ
り
、
最
後

に
紺
碧
の
空
、
都
の
西
北
と
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

　

遠
方
よ
り
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
校
友

の
皆
様
、
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
出
席
で
き
な
か
っ
た
校
友
の
皆
様
、
次

回
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。（
Ｓ
53
法
学
）

「
平
成
二
十
四
年
度
宮
崎
県  

  

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
る
」

　
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
は
延
岡
で
！
」

の
言
葉
通
り
校
友
会
県
支
部
総
会
な
ら
び
に

早
稲
田
大
学
地
域
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
七

月
二
十
二
日
ホ
テ
ル
メ
リ
ー
ジ
ュ
延
岡
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
支
部
役
員
会
、
大
学
側
と
支
部
商

議
員
・
代
議
員
と
の
意
見
交
換
会
、
総
会
と

続
き
、
県
内
各
支
部
の
活
動
報
告
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
早
稲
田
大
学　

宮
内
孝
知
理
事
に
よ
る

「
い
ま
伝
え
た
い
、
早
稲
田
の
力
」、
法
学
学

術
院　

山
本
研
教
授
に
よ
る
「
事
業
再
生
の

法
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
演
題
で
ご
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
後
の
懇
親
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
父

母
会
、
延
岡
三
田
会
、
大
学
関
係
者
、
そ
し

て
校
友
の
皆
様
約
七
十
名
の
方
々
の
ご
参
加

の
も
と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
ふ
さ
わ

し
く
、
今
回
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
早
稲
田
か
ら
出
場
し
た
デ
ィ
ー
ン
元
気
、

サ
ッ
カ
ー
の
吉
田
麻
也
選
手
他
、
十
六
名
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
沸
く
ロ
ン
ド
ン

稲
門
会
の
様
子
と
共
に
紹
介
、
ま
た
延
岡
稲

門
会
若
手
ホ
ー
プ
に
よ
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
短

宮
崎
県
支
部
総
会

 

延
岡
稲
門
会
幹
事
長　

市
園　

清
貴

総会

H24.7.22　延岡市ホテルメリージュにて県支部総会懇親会（若手ホープによるお接待）

商議員・代議員懇談会
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「
早
稲
田
の
杜
ヘ
」

　

昭
和
五
十
六
年
三
月
早
朝
、
大
隈
講
堂
前

に
は
、
大
学
の
卒
業
式
を
終
え
、
明
け
方
ま

で
酒
を
飲
ん
で
い
た
四
人
の
若
者
が
最
後
の

別
れ
を
惜
し
む
よ
う
に
背
を
向
け
て
立
っ
て

い
る
。「
そ
れ
じ
ゃ
、
み
ん
な
元
気
で
な
。

ま
た
会
お
う
。」
そ
し
て
、
お
互
い
背
を
向

け
た
ま
ま
東
西
南
北
の
そ
れ
ぞ
れ
の
方
向
に

向
か
っ
て
歩
き
始
め
た
。
こ
の
別
れ
の
セ
レ

モ
ニ
ー
は
、
事
前
に
四
人
で
何
度
も
検
討
し

て
決
め
た
こ
と
で
あ
る
。

　

あ
れ
か
ら
三
十
年
以
上
が
過
ぎ
た
。
Ａ
は

静
岡
で
ゴ
ル
フ
場
の
経
営
者
に
、
Ｂ
は
東
京

で
地
熱
発
電
の
研
究
者
に
、
Ｃ
は
福
岡
で
電

力
会
社
の
部
長
に
、
そ
し
て
、
私
は
故
郷
宮

崎
に
帰
り
、
教
職
に
就
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が

家
庭
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
歩
ん
で

き
た
。

　

そ
し
て
、
四
人
は
、
六
十
歳
に
な
っ
た
三

月
に
、
ま
た
あ
の
大
隈
講
堂
の
前
に
集
ま
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。髪
の
薄
く
な
っ
た
者
、

白
髪
ま
じ
り
の
者
、
腹
の
出
た
者
・
・
・ 

ど
こ
か
哀
愁
を
漂
わ
せ
な
が
ら
。
再
会
の
日

が
楽
し
み
で
あ
る
。

（
Ｓ
55
教
育
）

　
「
ど
う
し
て
都
城
な
の
で
す
か
？
」
京
都

で
生
ま
れ
、
都
城
で
漬
物
野
菜
を
作
る
私
は

よ
く
こ
の
質
問
を
さ
れ
て
当
初
は
困
っ
た
。

　

祖
父
が
都
城
に
着
目
し
た
理
由
が
わ
か
ら

な
か
っ
た
か
ら
。

　

実
家
は
京
都
の
漬
物
屋
で
亡
き
祖
父
が
始

め
た
店
だ
。
祖
父
は
京
都
で
漬
物
を
作
る
傍

ら
、
何
故
か
京
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
都
城
で

も
漬
物
用
野
菜
を
作
っ
て
い
た
。
鮮
度
面
で

は
都
城
の
野
菜
は
京
野
菜
に
勝
て
な
い
。
そ

れ
で
も
都
城
に
こ
だ
わ
っ
た
理
由
は
何
か
、

私
は
亡
き
祖
父
の
意
思
を
引
き
継
ぎ
都
城
で

野
菜
作
り
を
始
め
た
。
京
野
菜
に
負
け
ず
劣

ら
ず
品
質
の
高
い
野
菜
を
作
れ
る
事
が
わ

か
っ
た
。

　

都
城
で
作
ら
れ
た
野
菜
の
漬
物
は
出
荷
先

の
京
都
の
料
亭
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い

る
。
今
後
も
都
城
か
ら
、
京
都
か
ら
、
早
稲

田
マ
ン
と
し
て
日
本
の
文
化
を
発
信
し
て
い

き
た
い
。

（
Ｈ
21
二
文
）

「
組
織
内
の
信
頼
」

　

過
日
、
都
城
市
長
を
退
任
し
ま
し
た
。

三
十
五
歳
で
就
任
し
た
た
め
、
職
員
は
半
分

以
上
が
年
上
で
し
た
。
そ
こ
で
、
何
を
も
っ

て
説
得
力
と
す
る
か
考
え
、「
誰
よ
り
も
早

く
出
勤
し
、
誰
よ
り
も
遅
く
ま
で
働
く
」
こ

と
に
し
、
八
年
間
、
休
み
な
く
職
責
に
邁
進

し
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
本
質
は「
自
己
犠
牲
」

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
リ
ー
ダ
ー
以
上
に
自

己
犠
牲
を
払
う
構
成
員
は
い
ま
せ
ん
。
一
番

嫌
な
仕
事
を
真
っ
先
に
取
り
組
ん
で
こ
そ
信

頼
は
生
ま
れ
ま
す
。

　

口
蹄
疫
や
新
燃
岳
噴
火
と
い
っ
た
究
極
の

場
面
で
は
、「
ど
ち
ら
を
と
っ
て
も
リ
ス
ク

が
あ
る
」 

決
断
の
連
続
で
す
。
そ
ん
な
時
、

組
織
内
の
信
頼
感
は
絶
対
条
件
と
な
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
貴
重
な
経
験
を
、
今
後
も
活
か
し

て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
Ｈ
５
政
経
）

「
懐
旧
」

　

四
十
年
前
、
早
稲
田
を
卒
業
し
て
県
庁
に

職
を
得
た
。

　

大
隈
会
館
二
階
の
大
教
室
で
法
学
部
の
卒

業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
当
時
の
学
部
長

高
野
竹
三
郎
先
生
が
「
諸
君
は
今
か
ら
社
会

の
大
波
に
さ
ら
さ
れ
る
。
早
稲
田
の
卒
業
生

と
し
て
の
誇
り
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、『
さ

す
が
は
早
稲
田
の
出
身
だ
』
と
言
わ
れ
る
よ

う
な
存
在
に
な
れ
。」
と
訓
示
さ
れ
た
。

　

社
会
に
出
て
か
ら
此
の
方
こ
の
言
葉
を
忘

れ
た
こ
と
は
な
い
が
、
我
が
半
生
を
顧
み
る

と
忸じ
く
じ怩
た
る
思
い
が
す
る
。

　

さ
て
、
職
場
の
一
年
先
輩
に
同
じ
年
齢
で

同
じ
稲
門
の
出
身
者
が
二
名
い
た
。
一
人
は

飄そ
う
そ
う爽
と
し
て
我
が
道
を
行
く
タ
イ
プ
で
、
も

う
一
人
は
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
で
快
活
な
同
輩
で

あ
っ
た
。

　

二
人
と
も
職
場
の
信
頼
も
あ
り
有
為
な
人

材
と
目
さ
れ
て
い
た
が
、
残
念
至
極
な
が
ら

一
人
は
三
十
代
、
も
う
一
人
は
四
十
代
で

夭よ
う
せ
つ折
し
て
し
ま
っ
た
。

　

肩
を
寄
せ
校
歌
を
歌
う
度
に
こ
よ
な
く

「
わ
せ
だ
」 

を
愛
し
た
二
人
の
姿
を
思
い
出

す
。

 

前
都
城
市
長　

長
峯　

誠

 

日
本
赤
十
字
社
宮
崎
県
支
部　
　
　
　
　

丸
山　

文
民

校
友
か
ら
の
一
言

　

も
し
今
、
こ
の
世
に
あ
ら
ば
と
今
更
な
が

ら
無
念
の
思
い
ひ
と
し
お
で
あ
る
。

（
Ｓ
48
法
学
）

「
私
と
都
城
」

㈱
加
藤
順
漬
物
店  

加
藤　

晃
久

 

県
中
部
教
育
事
務
所　
　　
　
　
　

  

　
　
教
職
稲
門
会
長　

川
﨑　

辰
巳
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「
感
謝
」

　

私
は
、
一
昨
年
、
古
希
を
迎
え
て
、
七
十

過
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
来
し
方
は
、
建
設
関
係
の
会
社
を
四

回
変
わ
り
、
最
後
に
四
十
八
才
で
独
立
と
、

波
乱
万
丈
で
あ
り
ま
し
た
。
私
が
、
今
日
ま

で
来
る
事
が
出
来
た
の
は
、
合
理
的
現
実
主

義
を
貫
い
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
現
在
、
会
社
は
順
調
に
展
開
し
て
お

り
、
家
庭
も
波
が
立
つ
様
な
事
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

今
ま
で
、
私
に
関
わ
っ
た
人
々
に
、
心
か

ら
感
謝
を
す
る
日
々
で
あ
り
ま
す
。

　

私
の
人
生
も
、
後
十
五
年
か
ら
二
十
年
で

あ
り
、
こ
の
晩
年
、
人
生
と
い
う
劇
場
の
最

後
の
幕
を
迎
え
て
、
人
間
が
こ
の
世
に
生
れ

た
価
値
、
即
ち
、
自
分
の
魂
を
み
が
く
事
、

即
ち
、
人
の
為
、
世
の
為
に
な
る
事
を
少
し

で
も
し
て
い
こ
う
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
あ

り
ま
す
。

（
Ｓ
39
政
経
）

「
早
稲
田
へ
の
思
い
」

　

昭
和
六
十
二
年
中
学
三
年
生
の
冬
、
大
学

ラ
グ
ビ
ー
雪
の
早
明
戦
を
見
た
翌
日
、
同
級

生
が
今
泉
、
堀
越
両
選
手
の
物
真
似
を
す
る

中
自
分
は
友
人
に
高
ら
か
に
宣
言
し
た
の
で

し
た
。｢

俺
は
早
稲
田
に
行
っ
て
テ
レ
ビ
局

に
就
職
し
芸
能
人
と
結
婚
す
る｣

と
。

　

そ
の
よ
う
な
邪
よ
こ
し
まな
夢
は
当
然
な
が
ら
叶
わ

な
か
っ
た
訳
で
す
が
、
と
り
あ
え
ず
何
と
か

早
稲
田
に
だ
け
は
入
学
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

早
稲
田
で
の
生
活
は
大
変
居
心
地
の
い
い

も
の
で
あ
り
、
人
よ
り
長
く
通
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
な
り
に
充
実
し
た

も
の
だ
っ
た
と
、
今
で
は
思
え
ま
す
。

　

宮
崎
で
は
高
校
が
自
分
で
選
べ
な
い
制
度

で
あ
っ
た
為
、
早
稲
田
は
自
分
で
選
ん
だ
最

初
の
学
校
で
あ
り
、
歳
月
が
流
れ
た
中
、
早

稲
田
へ
の
愛
着
は
自
分
の
中
で
は
大
き
い
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
の
早
稲
田
か

ら
頂
い
た
財
産
を
こ
れ
か
ら
は
少
し
で
も
早

稲
田
に
返
し
て
い
け
れ
ば
、
と
思
う
今
日
こ

の
頃
で
す
。

（
Ｈ
９
法
学
）

「
真
空
管
ア
ン
プ
」

　

三
十
四
年
前
、
社
会
人
二
年
目
に
頑
張
っ

て
買
っ
た
ス
テ
レ
オ
の
真
空
管
ア
ン
プ
が
二 

度
の
改
修
を
経
て
、
今
も
現
役
で
稼
働
中
。

　

き
っ
か
け
は
、
高
校
の
時
に
友
人
の
兄
か

ら
貰
っ
た
手
作
り
の
真
空
管
ア
ン
プ
。
物
心

つ
い
た
頃
に
父
親
が
半
田
ゴ
テ
を
使
っ
て
手

作
り
し
て
い
た
の
を
見
て
親
し
み
を
持
っ
て

い
た
が
、
大
学
に
入
っ
て
初
め
て
聴
い
た
友

人
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ア
ン
プ
の
冷
た
い
音
に

比
べ
、
温
か
く
て
優
し
い
。
そ
れ
が
強
い
思

い
込
み
に
な
っ
た
の
だ
。

　

そ
の
真
空
管
ア
ン
プ
が
縁
で
、
県
立
図
書

館
所
蔵
の
レ
コ
ー
ド
を
再
生
す
る
街
角
コ
ン

サ
ー
ト
に
係
る
よ
う
に
な
っ
た
。
会
員
が
交

代
で
持
ち
寄
る
フ
ロ
ア
ス
ピ
ー
カ
ー
と
真
空

管
ア
ン
プ
の
温
か
く
て
懐
か
し
い
音
。
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
ご
一
報
を
。（

Ｓ
52
法
学
）

「
宮
崎
は
良
い
と
こ
ろ
」

　

私
は
昨
年
四
月
に
宮
崎
に
参
り
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
一
日
開
催
の
「
宮
崎
市
地
区
稲

門
会
」
が
初
参
加
で
す
。
会
場
の
「
杉
の
子
」

さ
ん
は
他
の
機
会
に
も
よ
く
お
世
話
に
な
り

ま
す
が
、
い
つ
も
の
ゆ
っ
た
り
し
た
部
屋
が

今
回
は
隅
々
ま
で
満
杯
の
賑
わ
い
で
、
こ
ん

な
に
大
勢
で
利
用
で
き
る
の
か
と
改
め
て
感

心
し
た
次
第
で
す
。

　

さ
て
自
己
紹
介
で
す
が
、
私
は
福
岡
県
出

身
、
両
親
が
今
も
住
む
春
日
市
に
実
家
が
あ

り
ま
す
。
長
男
で
も
あ
り
卒
業
後
Ｕ
タ
ー
ン

志
向
で
九
電
工
に
入
社
し
ま
し
た
が
、
ど
う

い
う
わ
け
か
二
回
で
通
算
約
十
九
年
間
東
京

勤
務
、
特
に
二
回
目
は
子
供
二
人
が
幼
稚
園

年
中
組
と
小
学
三
年
生
か
ら
五
年
前
ま
で
の

約
十
四
年
間
勤
務
と
な
り
、
家
族
は
今
も
埼

玉
県
、
私
は
単
身
赴
任
で
す
。

　

人
生
と
は
や
は
り
思
う
よ
う
に
行
か
な
い

も
の
で
す
が
、
さ
て
さ
て
宮
崎
は
良
い
と
こ

ろ
で
す
ね
。

（
Ｓ
56
商
学
）

　
神
崎
建
設
工
業
㈱　

神
崎　

義
世

 

㈲
江
南
建
装　

串
間　

栄
次
郎

 

宮
崎
放
送　

肥
田　

公
英

 

㈱
九
電
工　

宮
崎
支
店　
　
　
　
　

　

古
川　

英
博
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「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で

　
　
　
　
　
　

  

大
学
訪
問
」

　

卒
業
後
四
十
五
年
目
、
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
招

待
の
年
齢
に
な
り
十
月
二
十
一
日
に
母
校
を

訪
れ
た
。

　

前
回
三
十
五
年
目
も
出
席
し
た
が
、
五
年

後
の
次
回
五
十
年
目
が
最
後
の
招
待
と
な
る

の
で
、

ま
た
違
っ
た
感
覚
で
の
出
席
だ
っ
た
。
大
隈

講
堂
前
に
十
時
ピ
タ
ッ
と
サ
ー
ク
ル
の
同
期

三
人
が
集
合
、
大
隈
侯
の
銅
像
前
を
経
由
し

て
懐
か
し
い
バ
ス
道
を
歩
き
、
式
典
挙
行
の

記
念
会
堂
へ
、
十
時
三
十
分
開
会
に
先
立
つ

応
援
部
の
「
紺
碧
の
空
」
に
合
わ
せ
た
応
援

が
あ
り
開
会
。
総
長
式
辞
、
深
作
欣
二
氏
の

挨
拶
、
竹
島
問
題
で
ぎ
く
し
ゃ
く
す
る
日
韓

関
係
、
民
間
外
交
の
重
要
性
を
感
じ
る
、
韓

国
現
代
自
動
車
元
会
長
へ
の
名
誉
博
士
号
授

与
と
氏
の
挨
拶
が
あ
り
、
最
後
に
校
歌
を
全

員
が
歌
っ
て
式
典
は
終
了
。

　

再
び
大
隈
講
堂
前
に
戻
り
、
庭
園
の
芝
生

に
座
り
ビ
ー
ル
で
乾
杯
、
毎
日
の
生
活
の
状

況
を
伝
え
合
っ
た
。
昭
和
四
十
三
年
卒
の
校

友
は
年
次
稲
門
会
「
誉よ

燦さ
ん
か
い会
」（
四
十
三
を

も
じ
っ
て
）
を
結
成
済
、
新
商
学
部
の
教
室

で
会
し
、
会
長
の
見
城
美
枝
子
氏
の
挨
拶
を

受
け
、
会
員
の
バ
ン
ド
演
奏
も
聴
き
、
今

後
の
活
躍
と
健
康
を
祈
り
合
い
解
散
し
た
。

キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
沢

山
。
我
々
は
部
室
が
あ
っ
た
学
生
会
館
跡
の

小
野
梓
講
堂
で
の
稲
門
音
楽
祭
へ
、
フ
ジ
Ｔ

Ｖ
の
露
木
茂
氏
（
卒
後
五
十
年
）
ナ
レ
オ
、

ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
Ｊ
ク
ラ
ブ
、
ハ
イ
ソ
等
の

演
奏
を
嬉
し
く
聴
い
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

十
七
時
か
ら
だ
が
、
サ
ー
ク
ル
懇
親
会
が
高

田
馬
場
で
あ
る
た
め
バ
ス
で
急
行
、
こ
こ
で

も
互
い
の
健
康
を
祝
っ
て
乾
杯
、
時
の
経
過

を
忘
れ
談
話
に
花
が
咲
い
た
。
毎
年
十
月
の

第
三
日
曜
日
は
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
該
当
年
代

に
関
係
な
く
校
友
は
参
加
で
き
る「
稲
門
祭
」

の
日
で
あ
る
。
学
生
時
代
を
懐
か
し
み
、
今

後
ヘ
の
健
闘
心
を
奮
い
立
た
せ
る
事
も
出
来

る
の
で
、こ
の
日
の
大
学
訪
問
を
推
奨
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｓ
43
政
経
）

 

鵜
澤　

胤
博

「
小
林
稲
門
会
の
立
上
げ
を
」

　

小
林
稲
門
会
の
世
話
役
を
引
き
受
け
た
も

の
の
、
何
も
し
な
い
ま
ま
歳
月
が
流
れ
、
申

し
訳
な
い
気
持
ち
で
す
。
平
成
六
年
の
名
簿

で
は
心
も
と
な
い
と
、
新
た
な
名
簿
作
り
で

言
い
逃
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
正
月
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
が
「
箱

根
駅
伝
」。
昨
年
は
見
事
優
勝
、
今
年
は
残

念
な
が
ら
四
位
。
来
年
（
二
〇
一
三
年
）
は

往
路
・
復
路
完
全
優
勝
を
と
期
待
し
て
い
ま

す
。
そ
の
原
動
力
の
一
人
と
し
て
期
待
し
て

い
る
の
が
、
小
林
高
校
出
身
の
前
田
悠
貴
君

（
四
年
）
で
す
。
昨
年
も
今
年
も
区
間
２
位

の
力
走
。
来
年
は
是
非
、
区
間
賞
で
花
道
を

飾
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

そ
の
活
躍
を
バ
ネ
に
、
二
〇
一
三
年
こ
そ

は
「
小
林
稲
門
会
」 

の
立
上
げ
を
な
ん
と
か

実
現
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
員
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
Ｓ
52
教
育
）

「
ひ
と
り
言
」

　

単
身
赴
任
生
活
十
一
年
。
喜
ぶ
べ
き
か
ど

う
か
は
別
に
し
て
、
何
で
も
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
掃
除
、
炊
事
、
洗
濯
…
。
本

当
に
い
い
旦
那
さ
ん
で
す
。（
笑
）

　

勤
務
地
で
最
南
端
の
宮
崎
に
つ
い
て
は
、

着
任
し
て
驚
い
た
こ
と
が
い
く
つ
も
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
、
冬
に
路
地
植
え
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ

ア
が
咲
き
、
バ
ナ
ナ
が
生
っ
て
い
る
！
バ
ナ

ナ
は
日
本
で
は
熱
帯
植
物
園
限
定
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
か
と
思
え
ば
意
外
に
寒
く
、
先

日
の
最
低
気
温
は
氷
点
下
。
本
当
に
こ
こ
は

宮
崎
か
？
そ
し
て
お
酒
。
飲
み
屋
の
多
さ
に

び
っ
く
り
か
つ
ワ
ク
ワ
ク
。
意
外
に
日
本
酒

好
き
な
方
も
多
く
て
、
逆
に
焼
酎
の
旨
さ
を

分
か
り
始
め
た
私
は
「
え
、
そ
う
な
の
？
」

　

人
の
温
か
さ
は
思
っ
た
と
お
り
の
宮
崎

で
、
更
に
多
く
の
「
意
外
」
を
体
感
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
Ｈ
３
法
学
）

　
大
同
生
命
宮
崎
支
社　

鈴
木　

毅

 
都
城
市
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　

小
林
稲
門
会
長　

池
田　

文
明

H24.10.21　稲門祭
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チ
ー
ム
に
貢
献
し
て
良
い
成
績
を
の
こ
し
た

い
。」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

本
年
度
の
成
績
…
ブ
ル
ワ
ー
ズ
所
属

百
五
十
一
試
合
五
百
二
十
打
数
百
五
十
安
打

打
率
二
八
八　

盗
塁
三
十
、
本
塁
打
十
本

　　

今
年
の
活
躍
を
期
待
し
た
い
。

　
「
ふ
る
さ
と
料
理
杉
の
子
」
を
経
営
し
て

い
る
父
の
森
松
平
が
十
一
月
、
観
光
功
労
・

旭
日
双
光
章
の
叙
勲
を
受
け
た
。
息
子
と
し

て
は
非
常
に
誇
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

鹿
児
島
県
枕
崎
市
出
身
の
父
が
、
母
・
玲

子
の
郷
里
で
あ
る
宮
崎
市
の
ニ
シ
タ
チ
の
ビ

ル
の
一
角
に
小
さ
な
料
理
店
を
開
い
た
の
は

昭
和
四
十
五
年
十
月
の
こ
と
。

青
木
宣
親
選
手
激
励
祝
賀
会

　

十
二
月
十
八
日
、
ホ
テ
ル
ベ
ル
フ
ォ
ー
ト

日
向
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
日
向
支
部
の

市
島
会
長
を
始
め
地
元
日
向
、延
岡
の
校
友
、

朽
木
県
支
部
長
、
村
社
事
務
局
長
が
出
席
を

し
た
。

　

約
三
〇
〇
名
の
出
席
者（
内
子
供
五
十
名
）

で
、
盛
大
な
歓
迎
。

　

青
木
選
手
は
「
今
年
は
テ
ス
ト
生
で
入
団

し
、
百
五
十
一
試
合
に
出
場
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー

に
な
っ
た
。来
年
か
ら
が
本
当
の
ス
タ
ー
ト
。

　

以
来
、
店
を
大
き
く
し
な
が
ら
私
と
妹
の

省
子
は
父
と
同
窓
の
早
稲
田
を
出
し
て
も

ら
っ
た
。
時
の
経
済
成
長
や
数
々
の
人
と
の

出
会
い
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
何

よ
り
も
お
客
様
目
線
で
料
理
を
提
供
し
続
け

て
き
た
父
と
母
の
誠
が
天
に
通
じ
た
の
だ
と

思
う
。

　

新
聞
記
者
稼
業
を
続
け
て
い
る
私
は
時

折
、
料
理
も
新
聞
記
事
も
根
本
は
変
わ
ら
な

い
と
感
じ
る
。
驚
か
せ
た
り
、
感
動
さ
せ
た

り
す
る
記
事
や
料
理
を
作
る
に
は
、
ま
ず
は

地
道
な
材
料
探
し
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
素
材

か
ら
で
き
あ
が
る
作
品
は
、
料
理
の
意
図
を

明
快
に
し
た
上
で
味
わ
い
深
く
仕
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
な
に
よ
り
も
大
切
な
の
は

誠
実
さ
で
あ
る
。
そ
の
基
本
を
私
は
父
と
母

の
後
ろ
姿
か
ら
学
ん
だ
気
が
す
る
。

　

叙
勲
の
知
ら
せ
を
受
け
て
早
速
、
早
稲
田

の
蛯
原
一
成
、
伊
地
知
和
憲
両
先
輩
ら
が
発

起
人
に
な
っ
て
お
祝
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

い
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
席
上
、
父
は
「
と

り
わ
け
伴
侶
で
あ
る
玲
子
さ
ん
に
感
謝
し
た

い
」と
語
っ
た
。
七
十
を
過
ぎ
た
二
人
だ
が
、

こ
れ
か
ら
も
仲
良
く
健
康
で
長
生
き
し
て
ほ

し
い
と
心
か
ら
願
う
。

（
Ｓ
62
政
経
）

 
宮
崎
日
日
新
聞
社　

森　

耕
一
郎

青
木
宣
親
選
手
後
援
会
主
催
（
日
髙
基
秀
会
長
）

 
森
松
平
さ
ん
が
旭
日
双
光
章
を
受
賞

H24.12.18　ホテルベルフォート日向で稲門集合

【第 17 回若山牧水賞受賞　歌人大口玲子さん】
　　晩春の自主避難、疎開、移動、移住、
　　　　　　　　　言ひ換えながら真旅になりぬ

　第 17 回若山牧水賞、宮崎市在住の大口玲子さんの歌集「トリサンナイタ」
に決定。二月六日、宮崎市の宮崎観光ホテルで授賞式が行われる。東日本
大震災後、新聞記者の夫と離れ仙台市から宮崎市に移住している。
　次回、その思いなどを書いていただこう。
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　昨年、十二月十四日、夕方から雨。しだいに強くなっ
た。西都の銀

しろ

鏡
み

神
じんじゃ

社の神楽参拝の案内ハガキが届いてい
る。大雨を理由に義理を欠いても許されるかなと思いつ
つ、翌日の十五日を迎えた。カーテンを開けると朝日が
射している。行かねば、と思った。案内状には、昼から
三十二番「ししとぎり」とある。
　朝風呂に入り洗濯したてのものを身につけて、家内に

「言ってくるわ」と声をかけて家を出た。家内は不意打ち
をくらった人のようにキョトンとしていた。
　銀

しろ

鏡
み

は、自宅から七十 km 離れた山の中。昼に着く。
古い小さな神社の拝殿では、神事が行われている。境内で、
権
ごん

禰
ね ぎ

宜の八十二歳になられる濵砂武昭さんに会った。も
う十四年のお付き合いである。
　「ご案内のハガキをいただきながら、昨夜の大雨で行け
ない口実ができたと思っていましたが、今朝の陽射しを
見て、武昭さんとの再会ははたさねば、と思いこうして
やってきました。菊

きく

花
か

の約
ちぎり

です。」とご挨拶をした。
　武昭さんは、白衣の神職姿。高齢とはいえ、つやのあ
る凛々しい顔には気品が満ちている。倶

とも

に再会を喜んだ。
　「ししとぎり」が終わった午後二時、椎葉村の日

ひ

当
あて

に
むかうべく武昭さんはじめ銀鏡神楽の方々にお暇

いとま

の挨
拶。村所を過ぎ、熊本県の横当トンネルを抜けると、湯
前。水上村の市房ダムからの坂道を北東へ上れば、県堺
不
ふ ど の

土野峠
とうげ

である。途中から霧。峠は朦
もうろう

朧、暗然としている。
　今回の椎葉行きには、二つの理由があった。一つは、
先週の尾前神楽で会った若者との再会の約束を果たすこ

と、もう一つは、椎葉記述のためである。
　耳川源流の尾

お

前
まえ

の「ドライブイン平家」に立ち寄る。
猪猟師数人が、捕れたばかりの猪

しし

の肉を焼いて焼酎を酌
みかわしている。しばらくその狩りの話に加わった。
　日当の集会所に着く。雨にもかかわらず、来客も大勢
参集。約束した若者は、わたしの顔をみとめて、うれし
そうな顔をした。神事の祝

の り と

詞奏
そうじょう

上がはじまった。
　過疎化のすすむ村落共同体。人々のひたむきな舞いに
感動を禁じ得なかった。午前七時半、日が昇った。山の神々
はお帰りになった。
　「直会にはぜひ」と声がかかったが、帰って選挙にいか
なければならない。若者や一座の方々にお暇をして、再
び不土野峠を越えた。
　昼前に自宅着。自転車に乗って投票所へいく。約束と
義理をはたした思いがして身が軽かった。昼飯を喰った
ら、そのまま寝入っていた。（Ｆ）
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営業担当：黒木哲郎
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* 花見のご案内と参加者募集 *

もくてき 春を愛で自然の萌芽を楽しむ

平成 25 年３月 31 日（日）

昼食弁当及び飲み物代　2, 000 円
弁当は「杉の子」特製予定。

携帯へ電話
070-5699-6181 （Mr. ヒデ）
メール：eva-hide1125@miyazaki-catv.ne.jp

H24.4.1　高岡花見会の様子

南宮崎駅前　９時集合

平成 25 年 3 月 25 日（月）必着
５名以上で成立、ご家族参加歓迎。

出発〜帰りの時間

参加者
募集〆切

と き

と こ ろ

会 費

募集方法

行きと帰り

集合場所

平成 24 年度 支部会費納入のお願い
　納入方法

　　　　①払込取扱票にて払込（別紙）
　　　　②金額　2,000 円（年額）
　　　　③振込先　ゆうちょ銀行
　　　　（口座記号番号　1790 −８− 70909）

　※同封の払込取扱票で払込みください。

  Coffee Break

日南市飫肥「竹香園」

ＪＲ日南線

9：30 出発〜帰り 15：00

日当神楽「神送り」
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